
Title 看護技術書における皮下注射前の皮膚消毒の必要性に関する記載内容の検討

Author(s) 吉田, 祐子; 矢野, 理香

Citation 看護総合科学研究会誌, 19(2), 11-19

Issue Date 2020-03-31

DOI https://doi.org/10.14943/95249

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/79274

Type journal article

File Information kangosogo19(2)_11-19.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



－　 －－　 － 11

Ⅰ．はじめに
　皮下注射は，インスリン注射や予防接種を行
う時に選択される投与方法であり（任ら 2017），
実施頻度の高い医療技術の一つであるといえる。
日本においては，皮下注射前に，注射部位を消
毒することは実施手順の一つである。注射部位
の消毒は，注射部位の皮脂の除去と，穿刺によ
って皮膚表面の細菌が体内に侵入するのを防ぎ，
感染のリスクを低下させることが目的とされて
いる（Potter et al. 2017）。皮下への注射針穿刺に
よって想定される感染は，皮膚軟部感染症が考
え ら れ る。 し か し，WHO best practices for 

injections and related procedures toolkit （World 
Health Organization 2010）（以下，WHO toolkit）
では，注射部位に明らかな汚れがある場合には，
石鹸と流水による洗浄が推奨されているが，ア
ルコールなどの消毒剤による皮膚の消毒は必ず
しも必要とはされていない。先行研究でも皮下
注射前の皮膚消毒については，不必要であるこ
とが準実験研究で検証されている（Khawaja 
et al. 2013; McCarthy et al. 1993）。インスリン自
己注射を行っている患者の注射前の皮膚消毒の
実施率は，イタリアで30％（Pozzuoli et al. 2018），
スペイン16％（Blanco et al. 2013）であること
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が報告されているが，皮下注射前の皮膚消毒を
省略することによる感染の発症の報告はない。
麻薬や覚せい剤などの薬物を注射している人を
対象とした研究では，皮下注射前の皮膚消毒を
省略することは，注射器や注射針の再利用と共
に皮膚軟部感染症の危険因子となることが指摘
されている（Dunleavy et al. 2017; Hope et al. 
2014）。しかしながら，このような対象者は易
感染状態にあり（Gordon & Lowy 2005），注
射を実施する環境も清潔で安全である場所でな
いことが多い（Small et al. 2007）。そのため，感
染予防のための皮下注射前の皮膚消毒は，日常
的に皮下注射を行っている糖尿病患者等の患者
にもそのまま適応するとは考えにくい。
　日本においては，インスリン自己注射前の皮
膚消毒の実施率は85.1％と非常に高い（吉田ら
2016）。しかし，日本と諸外国の皮下注射前の
皮膚消毒の実態や日本の臨床とWHO toolkit

（2010）の見解になぜ差異があるのかについて
は不明である。著者らは，以前，皮下注射前の
皮膚消毒の必要性についての研究論文を中心と
した文献検討を行った（吉田・矢野 2014）。そ
の結果，先行研究では皮下注射前の皮膚消毒の
有無と感染は関連性がないことが検証されてお
り，国外の資料では皮下注射前の皮膚消毒を強
く推奨していなかった。一方，日本では，皮膚
消毒の実施率は高く，患者が消毒を実施するこ
とには，医療者の指導方針が関連すると推測さ
れていた。そこで，基礎看護教育における教育
内容を把握することが日本における皮下注射前
の皮膚消毒の高い実施率の背景を考えるために
必要であると考えた。基礎看護教育にて教授さ
れる内容は，その後の臨床実践に大きく影響す
ると考えされ，日本の看護学生や看護師が看護
技術を学ぶ資料として使用すると考えられる国
内で出版されている書籍（以下，看護技術書）
の記載内容の実態について検討することは，前
述の差異を考察する基礎資料となると考えた。

Ⅱ．目的
　本研究の目的は，2010年以降の日本の看護技
術書における，皮下注射前の皮膚消毒の必要性
に関する記載内容の実態について明らかにする
ことである。

Ⅲ．方法
　書籍の検索方法は，大木・彦（2013）の書籍
検討の方法を参考にした。国内で出版されてい
る書籍を広く検索するために，米国の通販サイ
トAmazonの 書 籍 検 索（http://www.amazon.
com）でキーワード検索を行った。検索期間は， 
2010年１月から2019年５月の約10年間の期間と
した。書籍の検索は，2019年５月から６月にか
けて実施した。詳細検索で，カテゴリに「本」，
キーワードに「看護」「技術」「基礎」を入れて
検索を行ったところ540冊が該当した。このう
ち書籍名と内容説明により皮下注射の技術に関
する記述の可能性がある書籍を選択したところ
54冊が該当した。その後，書籍の内容を確認し，
皮下注射技術の記載がないものを除外し，41冊
となった。更に，これらの書籍の中で最新版の
み採用したところ28冊が対象書籍となった。
　記載内容の検討方法は，対象となった28冊に
ついて「消毒に関する記載」，「その根拠」，「消
毒の必要性に関する先行研究の引用」の視点に
分けて該当する内容を各書籍から抽出し，消毒
の必要性，消毒を実施する場合の方法，それら
の根拠についての記載について整理し，まとめた。

Ⅳ．結果
　皮下注射の技術について記載のある文献は28
冊あった（表１）。対象となったすべての書籍は，
皮下注射前の皮膚消毒は必要であるという見解
で注射技術が提示されていた。また，書籍28冊
のうち５冊（文献［５，10，11，21，26］）は，
消毒を実施する根拠が記載されていた。消毒実
施の根拠は，①刺入部位を清潔にする，②穿刺
部への細菌類の感染による血行性感染を防ぐ，
③残存菌やほこりを取り除く，であった。しか
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し，穿刺部位の消毒が必要であるエビデンスと
して論文を引用している書籍は１冊もなかった。
　具体的な消毒の実施方法については，28冊の
うち３冊（文献［１，２，28］）は，「皮下注射
前に穿刺部位を消毒する」という記述のみでそ
の具体的な方法についての記載はなかった。具
体的な消毒の手技を記載している22冊（文献

［３，４，５，６，７，８，９，11，12，13，14，15，
16，17，18，19，20，21，22，23，25，27］）は，

「刺入部位から外側に向かって円を描くように」
と記載されており，これ以外の消毒綿の動かし
方を推奨している書籍はなかった。この消毒綿
の動かし方の根拠として，4冊（文献［６，８，
14，21］）の書籍が杉野ら（1972）の「りの字
を書くように拭く」方法では残存菌の出現があ
ったが、「円を描くように拭く」方法だと残存
菌の検出量が０であったという研究結果を引用
していた。
　皮下注射前の皮膚消毒の是非に関する先行研
究の引用があった書籍は文献［５］，文献［21］，
文献［26］の３冊で，さらに WHO toolkit（2010）
の記載があった書籍は［26］の１冊だけであっ
た。具体的な記載の内容は，以下である。文献

［５］は，アルコール綿と蒸留水の綿で皮膚を
拭いた結果，どちらも感染徴候が見られなかっ
たことを示す研究（吉岡ら 2005）を紹介して
いた。しかし，予防接種実施要領には穿刺部位
の消毒はアルコール綿で行うことが明記されて
いるため，消毒が必要であることも同時に記述
していた。文献［21］は，インスリン注射を服
の上から実施しても安全であることを検証して
いる論文（羽倉・西沢 1999）を引用し，事前
消毒の有無にかかわらず感染はみられないとい
う結果を記載し，更に検証が必要であると述べ
ていた。文献［26］は，消毒せずに服の上から
インスリン注射を行っても感染徴候が無かった
ことを検証した研究（Fleming et al. 1997; 羽
倉・西沢 1999）とWHO toolkit（2010）に触
れていた。しかし，結論としては，現時点では
いかなる場合においても皮膚消毒が不要である

とは言えず，注射部位の消毒は必要であると記
述していた。

Ⅴ．考察
　皮下注射における皮膚消毒必要性の是非につ
いて様々な見解があるが，今回対象となった書
籍では，消毒実施は皮下注射前に必要なものと
して取り扱っていた。対象書籍のうち，「皮下
注射前に消毒をする」という記述のみで，その
具体的な方法についての記載がないものは３冊
あったが，この理由は，皮下注射前の皮膚消毒
は実施することが前提となっているためと考え
られる。しかし，今回対象となった28書籍では，
皮下注射前の皮膚消毒が必要であることを示す
引用文献を用いた書籍はなく，WHO toolkit（2010）
などを紹介している書籍でも皮下注射前の皮膚消
毒の実施は原則であることに帰結していた。
　また，定期接種実施要領（厚生労働省 2019）
では，皮下注射実施前には穿刺部位を皮膚消毒
するように明記されているため，皮下注射前の
皮膚消毒の必要性についての情報は統一されて
いない。以上のことより，初学者を対象として
いる書籍に皮下注射前の皮膚消毒の必要性に関
する先行研究や情報について記載することは難
しいのではないかとも考えられた。さらに，患
者に指導する立場の看護師にこの情報がないこ
とが推察されることは，多くの患者も皮下注射
前の皮膚消毒は必須として捉えていることにつ
ながると考える。日本で皮下注射前の皮膚消毒
の実施率が非常に高い理由としては，消毒が必
要なプロセスとして周知されていること，技術
書においても消毒の必要性の有無に関する先行
研究を引用していないことが影響していると考
えられた。
　皮下注射前の皮膚消毒の必要性について記載
していた３つの書籍のうち２つは，標準的な皮
下注射技術のプロセスとして皮膚消毒を実施す
ることを提示し，欄外に先行研究の情報を追記
していた。皮膚消毒を原則とする場合において
も，これらの書籍のように皮下注射前の皮膚消
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毒のエビデンスが記載されることは必要である
と考える。しかし，皮下注射前の皮膚消毒を省
略することが可能な対象者の特性や条件は曖昧
である指摘（吉田・矢野 2014）があり，皮膚
消毒の実施・未実施については，対象者の状況
に応じた臨床的な判断が必要となると考えられ
る。これまでの研究動向を踏まえると，皮下注
射前の皮膚消毒をマニュアルのような画一的な
プロセスとして捉えるのではなく，患者の
QOLを重視し，身体状況や注射時の環境等に
よってはその実施を省略できる可能性を考える
ことも重要である。また，看護者は，対象者の
状況に合わせて皮膚消毒の必要性を判断し，そ
れを患者教育に活用することも書籍に反映させ
る必要があるのではないかと考える。

Ⅵ．結論
　日本で出版されている2010年以降の皮下注射
の技術が掲載されている看護技術書は重複を除
くと28冊あった。これらの書籍では，皮下注射
前の皮膚消毒は必要であることが記述されてい
た。皮下注射前の皮膚消毒が不要であることを
示す先行研究やWHO toolkit（2010）を紹介し
ている看護技術書においても，穿刺部位の皮膚
消毒が必要であると記載されていた。消毒方法
としての消毒綿の動かし方についての科学的根
拠となる研究は引用されているが，消毒自体に
ついて消毒が必要との根拠となる論文の引用は，
どの書籍にもなかった。日本で皮下注射前の皮
膚消毒の実施率が非常に高い理由としては，消
毒が必要なプロセスとして周知されていること，
技術書においても消毒の必要性の有無に関する
先行研究を引用していないことが影響している
と考えられた。
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Review of Nursing Skills and Techniques Books Regarding the Necessity of Skin
Disinfection Before Subcutaneous Injection

Abstract

Yuko YOSHIDA, Rika YANO
Faculty of Health Sciences, Hokkaido University

　Although several studies have shown that disinfecting the skin before administering a subcutaneous injection is 

not necessary, it is a required procedure in Japan. This study aimed to clarify the background of skin disinfection 

before subcutaneous injection in Japan to examine the background of this situation. Through an Internet search of 

books and careful reading, 28 books were identified on this topic. A thorough reading of these texts showed that, 

prior to the administration of a subcutaneous injection, established practice is to disinfect the skin. However, three 

of them introduced studies that verified that doing so is unnecessary. No citation was given in any book to support 

the need for disinfection. One of the reasons for the high skin disinfection rate is that many nursing skills and 

techniques books lack sufficient description of the evidence for the unnecessary disinfection in Japan.

Keywords：literature review, book search, subcutaneous injection, skin disinfection


